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1n the previous report. a new method of composing Sandwich Curtain Wa11 is
proposed. The Curtain Walls are made in the fol1owing way. 
1. Steel-bar-grid is attached to the structural fr田ne.
2. This grid is sandwiched between two special concrete plates. 
3. These two are combined by concrete set between them. 
The present paper deals with the experimental study on composing the Sand-
wich Curtain Wall in the following two cases. 
1. One side of Sandwich Curtain Wall is composed by special concrete panels 
and the other side is composed by urethane foam panels. 
2. One side of Sandwich Curtain Wall is composed by concrete panels and the 
other side is composed by urethane plywood panels. 
The results obtained are as follows : 
1. The weight of a urethane foam panel is only 0.20 kg. 
2. Process of making each paner is simple and is fit for mass production. 
3. This method of composing Sandwich Curtain Wal1 is easy. exact and rapid. 
4. The Sandwich Curtain Wal1 has an increased efficiency in 1ighting， fire-
proofing and in insulating from heat and sound. 
5. The weight of this curtain wall per unit area is about 50% of the Curtain 
Wall using special concrete panels. 
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1 前がき
筆者はさきに，Sandwich構法による CurtainWal1 
を提案し山3，これの試作実験で諸特性を探しベ巾6
m高さ 3mの SandwichCurtain Wallの施工実験
で、施工の実用性を確めた。これまでの実験では，両国
Concrete Panelのものおよび片面 ConcretePanel 
他面Ti1epanelならびに片面ConcretePanel他面
Wood Panelをそれぞれ組合せた実験であって， こ
れらは強度および剛性とも満足され，かつ施工精度も
かなり高く実用性のあることを確めた口
内法巾6.02cm• 内法高3.02mの木製枠内に Sandwich
Curtain Wallを構成する第1実験と，片面C.Panel 
他面 UrethaneFoamにベニヤ板を貼付けたパネル
(U. P. Panel)を組合せて SandwichCurtain Wall 
を局部的に構成する第2実験を行ない， Urethane 
Foamを利用したノミネルと C.Panelとの組合せによ
るSandwichCurtain WaU構成施工の実用性(特に
難易・精度)ならびに剛性強度およびその特性を調べ
るものであるo
本研究では，片面ConcretePanel (C.Panel)他面
Urethane Foam Panel (U. F. Panel)を組合せて，
骨助教授酬花王石鹸産業科学研究所
2 材 料
本研究によるCurtainWallの特徴はさきに述べた
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如く，建築骨組聞に設けた鉄筋格子の両面からパネル
を当てて打込コンクリートを流し込み，パネルを打込
コγクりートで鉄筋格子と 1体にし，壁体構造ならび
に壁面仕上げ、を同時に構成する構法であるので，パネ
ルは仮枠と仕上材とを同時に兼ねていて仕上材を貼付
ける胴縁類をも兼ねるO 故にパネルと打込コンクリー
トとを接着させるに必要な脚部は，仮枠と胴縁類とを
兼ねながら壁厚を保って仕上材を貼付ける役目を果す
ものである。この部の材料に UrethaneFoamを使用
すれば，CurtainWallの軽量化を推進し諸特性(断熱・
遮音など〉をたかめることができるoUrethane Foam 
の非耐火性をカパーする方法として， C.panelと組合
せばCurtainWallの片面は建築基準法にもとずく内
装制限の働きを満足することができる。
2・ Ureth副 efoam panelの一般的性質
Urethane foamの物理的，化学的性質のうち，特
に，優れた熱絶縁性，比重の割に高い強度，優れた吸
音性，低い吸湿・吸水性などの特徴があるので，本研
究のUrethanefoam panelは当然これらの特性を備
えることとなる。
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図 1 の重量はほぼ 250
--7'∞5となり， Concrete panelの重量6.0----7.0kg
に比較してきわめて小さな値であるo すなわち，両面
Concrete panelのCurtainwallに対し，片面Con-
crete panel，他面Urethanefoam panelのCurtain
wallはほぼ50%弱の重量軽減となり， Curtain wall 
の軽量化を大きく推進するものであるO
2・1・2 熟絶輯性
Urethane foamの比重と熱伝導率との関係を図2
に示す。また，
これを他の建築
材料と比較すれ
ば表 1となる。
図2より，フォ
ーム比重0.06---
0.15の範囲では
かなり低L、値で
の変化であり，
表 1より，他材
料に比較し熱絶
o o.i伺 0.10 0.15 
比重
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図 2
縁性が非常に優れていることがわかるo
表1 各種材料の熱伝導率K
材 料|比重 IKkcal/mhDC 
普通コ γクリート 2.2 1.4 
軽量コンクリート 0.8 0.23 
ロックウーノレ 0.1---0.2 0.038 
グラスウール 0.2 0.036 
木 材 0.43~0.48 0.11""""0.15 
漆 喰 1.32 0.60 
ウレタンフォーム O. 030~0. 035 O. 015~0. 018 
空 気 0.020 
(by建築設備ハンドブック〉
図3に示す (A)，(B)両壁体についてその熱絶縁性
を調べてみると，
Concrete panel 
と Urethanefo. 
am panelとを組
み合わせた(B)壁
は.Concrete pa-
nelのみによる
(A)壁のほぼ4倍
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図 3
の熱絶縁性を持っているので，本研究に於て Uretha-
ne foam panelを利用することは CurtainWallの
熱絶縁性を増加せしめるに有効であるo
2. 1・3 遮音性
図4に見る如く，通常 Urethanefoamでは軟質
フォームの場合は吸音性に非常に優れているが，本研
究に用いるような硬質フォームに於ては，高周波域を
除いて既音性にほとんど影響なし板振動による吸音
効果に止まると言われている。しかし硬質フォームの
場合でも，これを他材料との組み合わせて二重構造と
すれば特異な性能が生まれて，設計如何によっては相
t∞ 
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図 4
当の効果が得られているので，本研究では Concrete
panelと Urethanefoam とを Sandwichとし中心
部を中空とする構造による場合の遮音効果を期待する
ものである口
2 • 1・4 その他
Urethane foamの吸水率は一般に図5となり，ま
た，その透湿係数は他の材料と比較した場合表 2とな
喧ー
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表 2 各種材料の透湿係数 G 
材 料 |厚さ IG91m2 h mmHg 
プ ラス タ ー
アスフアノレト
ノレ ー フ イング
漆 喰
石綿ス レー ト
木 材
コンクリ ー卜
空胴コンクリ ート
ブ ロ ック
ウレタンフォーム
0.0028 
0.182 
10万 1.72土0.31
3怒 0.41 
0.5inc 0.051 
10cm 0.0143 
8inc 0.052'-"0.066 
25% 0.30.-0.50 
(by建築設備ハンドブック〉
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る。吸水はほぼ表層部分にと己まると言われ，また，
その透水性はフ ォームに表皮がある場合は，ほぼ零に
等しいと言われているO これらにより，本研究に於け
る Curtainwal1が外壁としゼ使用された場合，雨水
等の屋内への侵入をほぼ完全に防ぐことができるもの
と考えられるo また，優れた熱絶縁性とあいまって結
露現象を防止するこ とができる口
2'2 実験体
本研究の実験に用いた UrethaneF panelおよび
U rethane P panelはそれぞれ次の方法で製作した。
2・2・ UrethaneF panel 
写真 1(a)に見る木製モールドを製作し，モールド中
に適当量の Urethanefoamの原料を注入する O モー
ルドを密閉し，この時，フォームの発泡圧によりモー
ルドが変形しないように締金具で固定する O モールド
中にてフ ォームを発泡させ，15，-..，20分間程養生した後
パネル状のフォールを取り出す (写真 1(b))。
(a) 
(b) 
写真 1 
(C) 
図 6
この時の大きさを図7に示す口
今回の製作では構成実験に於て Urethanefoamと
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~ mortarおよび~t ~ ~ concrete との接着性の増加を計るため，
'.4一号寸 z2、 ~ 40 mortarおよび
concrete との
接触面にエポキ
~i， ~円円円~ シ樹脂接着剤を用いて， 径 3 ~5弘程度の砂をノミネノレtこR占り付
8 j・協同 川本'" けた。(写真1
U陀th.憎 FP"円el (c) 
図 7 
写真 2 
製作した UrethaneF panelの枚数は総数60枚で
あり，その内失敗と思われるものは8放であった。
2.2・2 Urethane P paneI 
大型の木製モールドを製作する。 モールド中に適当
量の原料を注入し フォームの発泡前に所定の大きさ
に切断した Plywood(化粧材用プ リト合板〉をモー
ルドにはめ込むO モール
ドを密閉し発泡圧により
ゆるまないように金貝を
取り付けるO 発泡，養生
した後ノミネルを取り出す。
Urethane F panelと
同様パネル表面一部に砂
を貼り付ける。 写真 3 
Urethane P panelの大きさ，形状を写真3，図8
に示す。
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図 8
製作した UrethaneP panelの枚数は18枚であっ
た。その内使用不能と思われるパネルは5枚であっ
TこO
2・2・3 試験体の性能
Urethane F panelおよび UrethaneP panelお
のおのの主な性能(比重，圧縮強度，熱伝導率な
ど〉をそれぞれ表3に示す。表中， 吸音率，吸水率は
比重を基として図4，図5より得た値で‘あり，その他
の性能については実測した値で、あるoConcrete panel 
については全て推定値である。
2・3 考 察
2・2・1，2・2・2に述べた本実験のパネル製
作は(初歩的段階とも考えられるため〉不備と思われ
る点も 2，3見い出された。またフ ォームの性能の一
部(耐火性，成型性など〉には多少問題があると思わ
れる O その主なものは以下の通りであるO
1. 使用したモー ルドは簡単な木製モールド‘であった
ため，フォームが発泡する際に生ずる発泡圧によっ
て，周囲を金具で締め付けたにもかかわらず，中央
部に多少ふくらみを生じた。このため，パネルの中
表3 試験体各パネルの諸性能
ハネル種類 I w 1t9 1 cm2 I A :it kg I圧縮強度 |熱伝 kcal | |吸水率密度 cm I重 量 kg wd 導率函モ |政音率 問%
作用
l
0.0495 0.20 3.5 0.018 0.3 1.5 
Urethane F panel 
横筋用 0.0471 0.20 3.4 0.018 0.3 1.5 
縦筋用 83~124 1. 30~1 .40 
Concrete panel 
横筋用 1. 60~2 . 30 i 6.60 83~124 1. 30~1. 40 
Urethane P panel 0.69 2.8 0.017 0.4 1.6 
主将 フォ ームのみ
央部に多少のふくらみが認められた。 UrethaneF 
panelの大きさではその影響は見られなかったが，
Urethene P panelは長手方向が120cm近くもある
ため，その影響が認められた。しかし，この問題は
堅固なモールドの製作，あるいは，パネル製作の慣
れなどによって解決できるものと思われるo
2. Urethane foamに対するmortarおよび concrete
?接着性を増加する目的で，パネル製作で・はパネル
!とmortar，concrete との接着面に砂をあらかじめ
貼り付けたが，これはパネル製作に於て余分な工程
と考えられるので，今後の研究により解決策を見い
出さねばならない。
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で，打込コ ンクリ 卜ー とその両側を囲むパネルとを 1
休に構成した。(写真4)
試験体 BF
下段に両面とも横筋用
U. F. Panel および c.
Panelを用い，上段には
両面とも縦筋用パネルを 写真 4
用いて，AF と同じ方法で構成した口 (写真4)
試験体 Ap
9mm縦鉄筋 1本を挟んで，上 ・下段とも縦筋用でし
かも 1枚となっている口 U.P. Panel 1枚を， 裏面は
縦筋用 C.Panel 2枚を
3. パネルの大きさは凶7，凶8の2種であったが 2段に両側から合せ，鉄
現段階のモールドの性能，パネル製作の技術で、は， 筋を阻む空洞部に打込コ
これ以上の大きさのものは寸法誤差が大きくなり製 ンクリートを流し込んで
作出来なかったが， モールドの開発， パネルの製 鉄筋と両パネルとを打込
作・発泡技術の向上などによっては 600万X2400% コンクリ ー卜で1体に構 写真 5 
~2600匁程度の大きさ ， (すなわち床面から天井面 成した。 (写真5) 
まで一枚のパネノレとなる大きさ〉のものも製作出来 試験体 Bp
るものと考えられるo 表面には，下段が横筋用，上段が縦筋用でしかも上 ・
4. U rethane foamは一応自己消火性難燃材料て-は 下段が 1枚となっている U.P. Panel (図8) 1枚
あるが，建築材料として防火上に難点があるo解決 を，裏面には下段を横筋用，上段を縦筋用のそれぞれ
方法乏して，先に述べた Concretepanelとの組み C. Panelを用いて両面から合せて Ap同様に構成し
合せの他に，パネル製作の段階に於て， foamの発 た。(写真6) 
泡時の接着性を利用し，アルミニウム ・スチールな
ど‘の金属板を表装材として付着させる事により防火
上安全なパネルとする等の研究も必要であると思わ
れる。今回の実験では，その一例として plywood
を利用した。
5. 今回のパネル製作に於ける製作能力は人1時
間当り 2~3 枚 (Urethane F Panel の場合 2~3
枚UrethaneP Panel の場合は 1~2 枚)であった口
しかし，モールドによる成型発泡の機械化は可能と
考えられるので，パネルの大量生産は可能である。
この点に関してさらに研究されねばならなL、。
3 材料実験
3・1 詰験体
Sandwich Curtain Wallにおけるパネルの上下接
合部の曲げ剛性などを調べる目的で，次の試験休を作
製した。
試験体 AF
9mm鉄筋 1本を挟んで，表面は縦筋用 U.F. panel 
を裏面は縦筋用 c.panelをそれぞれ2段に重ね合せ
て鉄筋を囲む空洞部に打込コンクリ トー を流し込ん
写真 6 
3・2 剛性実験結果
図9(b)の状態の曲げ剛性を調べる目的で，図9(a)の
方法でIHlげ試験をおこない， 1 ~5 点のj尭みを Dial 句
gaugeで計測した。この結果を用いて，荷重段階ごと
の挽みの増分を図10(a)~(d)に示す。ここに， 各点とも
初期降伏附近では， 1'nj重境み曲線はほぼ直線を示し
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た口これらの実験値を用いて，図9(d)により，次式か
ら軟節曲げ率sを計算して， その平均値を表4に示
す。
S=T 
o= 4~_. 一一一8 
-・・(1)
?
?
?? ? ? ?
ここに.oは中央点の捷み値を示す。
表 4
軟節曲げ率s I初期降伏時l破壊時の接
(106kgcm) の接合部曲|合部曲げモ
み~I 晶君 |T244-iLJJふ
0.60 I 0.16 I 1625 I 5313 
1.76 I 0.26 I 1563 I 6063 
0.40 I 0.29 I 1000 I 6000 
0.71 I 0.23 I 1500 I 6000 
試験体記号
u. p.I~: I
3・3 考 察
なった口その結果，破壊状況は引張側の目地切れ迄お
よびその後も荷重操み曲線はほぼ直棋で進み，その後
曲糠に変って破壊した口
3・3・1 揖み曲綿の性質
図10に示すごとく，各試験体とも初期降伏およびそ
の後も接合部の廻転のみによる折線変形を示し，節合
部は軟節接合と見倣せる。これらのことから次ぎのよ
うに考えられるo
試験 AF・Ap
図9の(b)について，試験体AFは，接合部の断面で
は，引張側および圧縮側とも，パネルの部分がなくて
目地モルタルが存在するので，縦筋方向の打込コンク
リールのみが曲げに抵抗し，その他の断面では引張側
および圧縮側のパネルは縦筋方向の打込コンクリート
と1体となって曲げに抵抗する口このため接合部の断
面の曲げ剛性は他の総ての点の断面にくらべて小さい
ので，軟節接合と見倣せるo試験体 Apは，接合部に
も圧縮側のノミネルが存在するので，試験体 AFにくら
べて接合部の曲げ剛性は大きいが，他の各断面の剛性
にくらべて小さいので，やはり軟節接合と見倣せる。
試験 BF・Bp
図9の(c)について，試験体 Bp'は，接合部の断面で
は下段の両側パネルは縦横両鉄筋方向の打込コンクリ
ートと I体となって曲げに抵抗するが，上段では，圧
縮側はU.P. Panelと縦筋方向の打込コンクリートと
が1体となって曲げに抵抗し，引張側は C.Panelの
部分がなく目地モノレタノレのみが存在するので，引張側
のパネルは曲げに抵抗しな心地の点の各断面では両
側のパネルは縦筋方向の打込コンクリートと 1体とな
って曲げに抵抗する口このため接合部の断面の曲げ剛
性は，他の総ての点の断面の曲げ剛性にくらベきわめ
て小さいので，軟節接合と見倣せる。試験体BFは，
接合部には圧縮側パネルがなく目地モルタルのみが存
在するので接合部の曲げ剛性はAFより小さく，同じ
く，軟節接合と見倣せる口
3・3・2 軟節曲1率S
U. F. Panel使用の試験体 AF・BFの1実験結果
から， φを(2)式で計算し.m一世関係を図示すれば図
11となる口
i 図11および表4より，横筋用パネル使用の試験
体Bの軟節曲げ率sは縦筋用パネルのみ使用の試験体
Aより大きいことがわかるo特に初期降伏までにその
差が大きく，その後はその差が小さくなるoU.P.Panel 
本曲げ実験では， U. F. Panelおよび U.P. Panel 使用の試験体に関しても同様なことがL、えるoこのこ
をそれぞれ圧縮側に. C. Panelを引張側にしておこ とは，試験Bの接合部の曲げ剛性は横筋用打込コンク
リートがあるた
め，縦筋用打込
2500 コンクリートの
みがある試験A
より大きくなる
ためと考えられ
?????
?
???
?
? ?
?
Panelを圧縮側
に使用した場合
の軟節曲げ率S
は，試験体Aと
Bとにその大差
が認められな
L 、。このこと
』ま， U.P. Panel 
が接合部で連続
していても，軟
節曲げ率におよ
ぼす拶響はほと
んどないものと
考えられる。
ii 接合部における初期降伏時および破壊時の曲げ
モーメントの大きさは，各試験体の各型間にその大差
は認められなし、口これは縦筋方向の打込コンクリー卜
部(特に接合部〉がモーメントに抵抗するものと考え
られるO
iv Urethane Foamを使用した本実験で、は，軟節
曲げ率および初期降伏時の曲げモーメントの値とも，
Concrete Panelのみを使用した実験値よりそれぞれ
O 
O 
一一ーや(10・苦)
4 6 8 
図 11
2 
小さし、。
4 施工実験
4・1 第 1実験
4・1・1 構成実験
(写真7)に示す木製枠
組(内法高3.05m内法巾
6.05m)に60cm格子に鉄筋
を取付け， 下部3段を C.
Panel で構成した Sand 写真 7 
wich Curtain Wallの上部に構成施工を実験した。
写真8のごとく 9m1l!ボル トをパネル 1個所に 2本当配
し，その聞に目地モルタルを施し，その上部の表面に
縦筋用 u.F. Panelを裏面に縦筋用 C.Panelを組
写真 8 
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写真 9 
合せて，縦横鉄筋を扶んで配しく以下総て表面は u.
F. Panel裏面は C.Panelとする)，その上部に 9m1l!
ボルトをパネル1側所に 2本当配し (写真9)， パネ
ルの下部および上部のボルトでパネルの聞きを仮止め
し，パネルて‘構成される(鉄筋を囲む〉空洞部分に打
込コンクリートを流し込めば，パネルは完全に固定し
て第 1段が構成された(写真10)。次ぎにその上部の
ボルト聞に目地モルタルを施し，横筋用パネルを前同
様に仮止めし (写真11)，打込コンクリートを流し込
めば，パネルは完全に固定されて第2段が構成され
た (写真12)。これを繰返して第3段(写真13，14) 
第4段(写真15)を構成し，さらに続けて第5段4列，第
6段を 4列構成し(写真16)翌日容易にボルトを取除
いて構成実験を完了したく写真17)。
写真 10 
写真 12 
写真 14 
写真 16 
写真 11 
写真 13 
写真 15 
写真 17 
4.1・2考察
i 施工の難易
u. F. Panelは C.Panelに比してきわめて軽いた
め，さきの実験4)より さらに簡単で速かに施工できた
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し，施工中に振動 ・離脱 ・崩壊などの施工障害は全く
なかった。しかし仮締ボル トを使用したため，これの
除去が困難かつ不経済となったので，針金などで締付
ける方式をとることが好ましし、D
i パネルの附着
u. F. Panelと打込コンクリ ートとの附着は完全で
あり， C. Panelのごとく附着に関しての特別な考慮
を払わなくて良い。
ii 表面の仕上り
U. F. Panelの仕上り面は適当な硬度を得ることが
でき，かつ表面塗装とかクロス貼など施さなく とも意
匠的効果があって実用し得るものと思われた。しかし
U. F. Panelの表面の反りと角部の不完全な仕上りの
ため，目地部の不揃および壁面の凸凹がめだった。 仕
上面の平滑さを調べる方法として，節点に集るパネル
の目違と壁休周辺面からの節点の凸凹を計測して判定
することとする。
日違 :
各節点について，そこに集る各パネノレ (4枚または
周辺では2枚) (写真18)の角部から基準線までの距
離を計測し，その最大値と最小値との差を目違とし，
これを図12に示す。その大きさと個数との関係は表5
となる。これによれば，目違を
2m.m.まで許せば不良個所 63.34% (25%) 
3 m.m. タ タ 20.00% (5 %) 
と大きく(( )内は両面 C.Panelの実験値)，両面
-5.0 
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写真 18 写真 19 
写真 20 写真 21 
C. Panel 使用の実験値4)とくらべれば不良個所は，
2mmまで許した場合2.54倍 3m.mまで許した場合4倍
4.0 4:5' 
図 13
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表 5
5去10--111"-212"-'313--414"-515以上|計
個所114 1 8 1 0 I 10 I 12I 6 1印
% 123.3311吋 16.67]16刊却.∞110∞11∞ 
本実験では表面にベニヤ板を貼付けたU.P. Panel 
をC.Panelと組合せて使用する SandwichCurtain 
Wallの施工実験をおこなった。
4-2・1 構成実験
写真7に示す木製枠組に，60cm格子に鉄筋を取付
け，ここに局部的に SandwichCurtain Wallの構成
施工を実験した。図14のごとく鉄筋を挟んで表面に図
と大きL、。これはU.F. Panelの表面仕上精度が影響
しているので，この製作技術が問題となる。
面の凸凹:
壁体の周囲面を基準面とし，これから(水平・垂直
2方向について〉各節点までの距離を計測し(節点に
集る各パネルの角から基準面までの距離の平均値を各
節点までの距離とする)図13に示す。その大きさと個
数との関係を表6に示す。
8のU.P. Panelを，
裏面に縦筋用C.Panel 
を当てて針金で聞きを
仮止めし，縦鉄筋を囲
むパネルの空洞部に
打込コンクリートを流
? ?
6 
?
凸
ca) 
情ヶ育事ヘ縛41.呼
1ロ耳J骨量
(C) 姥梓
凸凹の大きさを
壁長の1/1000まで許せば(( )内は両面 C.Panelの
実験値〉
水平方向 不良 29.41% ( 2.8%) 
垂直方向 不良 62.85% (27.8%) 
壁長の 1/5∞まで許せば(( )内は両面C.Panelの
実験値)
水平方向 不良 3.92% (なし〉
垂直方向 不良 22.85% (16.7%) 
これによれば，不良個所は両面 C.Panel使用の実
験値ωにくらべて. 1/1∞まで、許した場合は水平方向
で10.4倍となり. 1/5∞まで、許した場合は垂直方向で
13.7倍となり面の凸凹はきわめて大きく不良であっ
た。これも U.F. Panel自体の表面仕上り精度によ
るものであったo
4・2 第 2実験
第 1実験の結果 U.F. Panel表面の硬度および仕
上り精度ならびに意匠的効果の改善が問題となったo
U. F. Panelを使用したCurtainWallの表面に他の
建材を貼付けることは，不経済ともなり施工上も難点
があるので， U. F. Panelの表面にベニヤ板とか金属
較などを貼付けたパネルを使って SandwichCurtain 
Wallを構成することが考えられるo
し込めばU.P. Panel 
はC.Panelと1体と
なって第1行目が固定
した。次ぎに，その隣り
に同じく U.P. Panel 
と縦筋用 C.Panelと
を鉄筋を耕んで両面か
( b> 
図 14
ら当てて前同様に第2
行自が固定し，全く同様にして第3行目が固定した。
次ぎに. C. Panelの上面に目地モルタルを施L，そ
の上部に横筋用 C.Panelを乗せて.U. P. Panelと
針金で聞きを仮止めし，縦横両鉄筋を囲むパネルの空
洞部に打込コンクリートを流し込めば， C. Panelと
U. P. Panelとが完全に1体となって固定Lたoこれ
を繰返して写真19の如く， U. P. Panel 3枚と裏面の
C. Panel 12枚〈縦筋用6枚，横筋用6枚〉とが完全
に1体となって3行が固定した。この操作を繰返して
写真20の如く， U. P. Panelの2段目 3枚とその裏面
のC.Panel 12枚とが完全に1体となって2段目 3行
が固定して，本実験を終了した。(写真21)
4-2-2考察
i 施工の難易
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本実験では施工中に振動・離脱・崩壊などの施工障 つに，両面異ったパネルを組合せて使用で、きること
害は全くなかったし，施工中の間止めにはノミネル1個 があげれるがJ Urethane Panelを C‘Panelと組
につきその両側計4個所で U.P. Panelと針金で仮 合せて使用すれば，次の利点が挙げられるo
止めしたので，板締めボルトの除去の問題はなくなっ a パネルの重量がきわめて軽いので，施工が楽で
た。しかし U.P. Panel上・下・両側の接合部が施 あり壁体自重を軽減できて，経清的となるo
工を困難にしたので，接合部に本実験を応用した構法 b 室内に面する UrethanePanelが焼失しても，
を考えねばならなL、。 裏面には C.Panelで出来ている壁体が存在する
i パネルの附着 ため，隣室に延焼するまでには時間をかせげるo
U. P. Panelと打込コンクリートとの附着は完全で c 壁体内部にパイプイ γグが可能であるD
あったo d 壁体内部の空洞部を増減できて，強度増強上も
ii 表面の仕上り また諸性能向上にも彼立つo
仕上りは平滑さおよび君、匠的にもほぼ満足された ii 本実験結果から次のことが考えられる。
が，目地部に不そろいの欠陥があったので，施工およ a 施工は容易で施工障害はない。
び意匠上から目地部の構法を研究しなけねばならな b 施工中の開止めは針金で仮締めすることによっ
い。 て満足される。
5 むすび
Urethane FoamをSandwich構法による C町・
tain Wall用のパネルに使用すれば，次の利点が考
えられる。
a Urethane Foamのみでパネルを造れるo しか
も，これは壁体の仮枠を兼ねた表面仕上材として
使えるので，壁体の表面の仕上げをする必要がな
く，したがって仕上用の下地をも兼ねることとな
る。
b ベユヤ桓・金属板などにUrethaneFoamを貼
付けたパネルを作製すれば(現在使われているサ
γ ドイツチパネルは両面仕上材の中に Urethene
Foamが掠まっている〉仮枠・表面仕上材および
下地材を兼ねた使い方ができ，要求に応じた表面
仕上げの壁を得ることができるので，施工が容易
で工程を短縮することができるo
i Sandwieh構法による CurtainWallの特性の1
c Urethane Panel は打込コンクリートと附着す
る。
d U. F. Panelの表面仕上げ精度がやや不良であ
ったので，これの仕上面および隅角部を吟味しな
ければならない。
e U. P. Panelの接合部に施工および章、匠の面か
ら難点があったので，これらの改良を研究しなけ
ればならなし、。
f Urethane PanelとC.Panelとの組合せによる
ものの降伏までの軟節曲率は両面 C.Panel使用
のものの値と大差はないが，降伏時の曲げモーメ
ントはやや小さL、。
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